
 

 

 
 

                       
校長 竹内 徳望 

「恕（じょ）」 

 

秋の気配が感じられる季節となりました。本校では、運動部活動の新人戦や、音楽発表会へ

向けての練習など、子供たちはますます活気に溢れています。 

 さて、実は、８月後半に人生初の手術と入院を経験しました。退院後に出勤した際の出来事

です。私は足の手術を受けた後で、まだ歩行が不自由な状態でした。職場の駐車場で車から降

り、荷物を持って校舎へ向かう際、少しばかり苦労していました。そのとき、登校中のある女

子生徒が私に気づき、わざわざ近寄ってきてくれました。そして彼女は、「校長先生、荷物を

持ちましょうか」と、優しい言葉をかけてくれたのです。 

 その瞬間、私は心の底から感謝の気持ちでいっぱいになりました。たった一言の言葉が、私

にとってどれほどの励ましになったか、計り知れません。この女子生徒は、朝の忙しい時間に

も関わらず、自分の時間を惜しまずに、私に温かい言葉をかけてくれました。こうした思いや

りあふれる行動は、時に私たちの心に深く響き、周囲の人々とのつながりを強めるものだと改

めて実感しました。 

 この出来事を思い返しながら、私は中国の思想家、哲学者であり、儒教の創始者として知ら

れる孔子（こうし）の言葉を思い出しました。孔子は『論語』の中で、子貢（しこう）という

弟子の１人が「人間として一生貫き通すために大切なことを一つの言葉で表す言葉があります

か。」と問うと、孔子は「其恕乎、己所不欲、勿施於人也（それは『恕』である。恕とは人に

対しての思いやりの心であり、自分が人からされたくないことは、他人に対して決して行って

はならない。）」と答えました。この教えの意味は、「自分が望まないことを他人にしてはなら

ない」「自分を思うのと同じように相手を思いやる」ということです。 

 孔子のこの教えは、私たちの日常生活においても非常に重要です。私たちが互いに思いやり

をもって接することで、より良い人間関係やコミュニティを築けることでしょう。この女子生

徒の行動は、まさにこの言葉の裏側にある「恕」の精神を体現しているものであり、彼女の優

しさは私にとって忘れられないものとなりました。 

 他に、マザー・テレサは「愛は行動である」と述べ、貧しい人々や病人に対して無私の愛を

注ぎました。彼女の生涯は、思いやりを実践することの重要性を私たちに教えてくれていま

す。マハトマ・ガンディーも「真の強さは他者を思いやる心から生まれる」と言いました。彼

は非暴力的な方法で社会の変革を目指し、思いやりをもって他者に接することの重要性を伝え

ています。 

 私たちの生活の中には、やさしさや思いやりを示せる場面が無数にあります。学校生活で

は、友達が困っているときに手を差し伸べること、家庭では家族に対して優しく接すること、

家の手伝いをすることなど、身近な例もたくさんあります。小さなさりげない、されど、思い

やりある行動が、実は大きな意味をもつことを、私たちは忘れてはならないと思います。 

 「やさしさ」や「思いやり」は、私たちの生活の中で非常に大切な価値観です。これらの心

を育むことで、より豊かな人間関係が築かれ、温かなコミュニティが形成されると捉えており

ます。東中学校では、今後も「やさしさ」と「思いやり」があふれ、互いに認め合い、互いに

高め合い、互いに助け合い、互いに協力し合える、そのような「笑顔」と「絆」があふれる学

校を、生徒たちとともに創り上げて行きたいと考えております。 

 今後も、本校の教育活動にご理解とご協力を賜りますよう、心よりお願い申し上げます。 

 

 
 

 

第 ５ 号 
 令和6年10月1日 

生徒数  １０４名 
学級数   ６学級 

 



 

 

１学年 校内音楽会へ向けて和太鼓練習 

新人体育大会地区予選会  ９月２４日～ 
 

                          

           

 
 
 
 
 
 

             

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２学年 職業体験学習 ９月１１日（水） 
 

 ２年生がキッザニア東京で、職業体験学習を実施しまし

た。当日は中学生限定デーで、職業体験をしているのは全て

中学生でした。 

スタッフから英語で説明されたことを、自分で解釈しな

がら仕事をしていく場面もあり、日頃の学習の成果を発揮

する場となりました。事前の計画を基にアクティビティを

巡り、充実した体験をすることができました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 １１月に開催予定の「埼玉県小・中学校音楽会 東部南地

区大会」に向けて、１年生の生徒が和太鼓の練習を行ってい

ます。 

「和太鼓・楽」の会長に講師としてお越しいただき、大変

熱心かつ丁寧にご指導をいただいています。生徒たちは真剣

な表情や、楽しそうな表情で、充実した時間を過ごしていま

す。１０月１９日（土）の校内音楽発表会でも演奏しますの

で、ぜひお越しください。 

 

【１０月の学校行事】 

新人体育大会の地区予選会が行われました。主な結果を

お知らせします。 

【団体競技】 

〔バレー女子〕  予選リーグ突破、準々決勝惜敗 

〔卓球男子団体〕予選リーグ突破、準々決勝惜敗 

【個人競技・県大会出場種目】 

〔陸上競技〕 走り高跳び 男子１名 

走り幅跳び 男子１名  

円盤投げ   男子１名  

〔柔道〕   ６６㎏級  男子１名 

それぞれの次の目標へ向けて、引き続き頑張ってください。 

日 曜 行事等
1 火

2 水 ・音楽集会(６ｈ)
3 木 ・全校集会
4 金

5 土 ・英検（西中）
6 日

7 月 ・音楽集会(５ｈ)
8 火

9 水
・３年進路保護者会（６ｈ）
・音楽集会(６ｈ)

10 木

11 金 ・駅伝出場者健康診断
12 土

13 日

14 月 ・スポーツの日
15 火

16 水 ・音楽祭リハーサル(６ｈ)

17 木
・専門委員会
・北葛郡駅伝大会
・音楽集会(５ｈ)

18 金
・音楽発表会準備
・北葛郡駅伝大会（予備日）

19 土 ・音楽発表会
20 日

21 月 ・振替休業日
22 火 ・ふれあいデー
23 水

24 木 ・第２回歯科健診

25 金
・幸手市教育委員会・幸手市教育研
究会委嘱発表会（５時間授業）

26 土

27 日

28 月

29 火 ・三者面談（４時間授業）
30 水 ・三者面談（４時間授業）
31 木 ・三者面談（４時間授業）


